
小・中学校への
車いす・目かくし
歩行体験の出張講習

ご近所の方と親睦を深める

ふれあい・いきいきサロン

　
野
田
市
社
会
福
祉
協
議
会
は
、
誰
も
が
住

み
慣
れ
た
地
域
社
会
で
安
心
し
て
生
活
が

で
き
る
よ
う
、
地
域
の
み
な
さ
ま
や
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
、
福
祉
関
係
者
等
の
協
力
を
得
な
が

ら
実
行
し
て
い
く
民
間
の
福
祉
団
体
で
す
。

　
社
協
会
費
は
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
、
市
民

活
動
、
小
地
域
の
活
動
、
公
的
制
度
に
な
い

サ
ー
ビ
ス
を
進
め
る
上
で
の
大
切
な
財
源
の

ひ
と
つ
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
地
域
福
祉
の
主
体
（
主
役
）
で
あ
る
住
民

と
、〝
地
域
福
祉
を
推
進
す
る
社
協
〞
が
、一

体
と
な
っ
て 

福
祉
コ
ミ
�
ニ
テ
ィ
づ
く
り

を
行
な
う
上
で
欠
か
せ
な
い
し
く
み
と
し

て
、
会
員
制
度
を
取
り
入
れ
て
お
り
、
社
協

の
活
動
・
事
業
に
賛
同
い
た
だ
き
、
財
政
面

●ボランティアセンターの運営
　ボランティア活動をしたい人、必要とする人の
相談及びあっせん等を行います。
　また、災害時には、必要に応じ、災害ボランティ
アセンターを立ち上げます。
●野田市成年後見支援センターの運営
　成年後見制度に関する相談や、野田市社会福祉
協議会が法人として成年後見人等になり認知症高
齢者、知的障がい者、精神障がい者等の方で、判断
能力が十分でない方の預貯金の管理や日常生活で
の様々な契約などの支援を行います。
　また、契約能力のある高齢者や障がい者の方が
地域において安心して生活が送れるよう、利用者
との契約に基づき、日常生活自立支援事業も行い
ます。
●地区社会福祉協議会への助成
　市内に22ヶ所設置されている地区社会福祉協議
会の活動費として会費の一部を還元、会員世帯数
に応じて補助金の交付をしています。
●各種貸出事業
車いす、車いす対応自動車及びチャイルドシート
等の貸出をしています。

Ｑ．会費の金額は？
Ａ．一般会費は、１世帯あたり500円以上（年額）、特別会費は１世帯1,000円以上です。
Ｑ．会費の納入方法は？
Ａ． 自治会（町内会）等を通じて、納入をお願いしています。9月上旬にブロック別説明
会を行い、ご協力をお願いしています。

Ｑ．地区社協への還元について教えて。
Ａ． ご納入いただいた一般会費500円のうち300円を超えた金額、特別会費は40%がみな
さまのお住いの地域の地区社協へ還元されます。

 還元された会費は、地区社協で行う事業費として活用されています。
Ｑ．地区社会福祉協議会ってなに？
Ａ． 野田市内22地区に設置され、地区社協と呼ばれています。住民の生活課題を発見・
把握し解決につなげていく役割をもっています。地区社協ではサロンの開催や独居の
高齢者の方への友愛訪問、福祉まつり等を行っています。

で
支
え
て
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
。

　
ま
た
、
会
費
の
一
部
は
、
地
区
社
会
福
祉
協

議
会
へ
還
元
さ
れ
、
小
地
域
で
の
福
祉
活
動
の

事
業
費
と
し
て
活
用
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
な
お
、
会
費
の
納
入
に
つ
い
て
は
、
強
制
で

は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
社
協
の
活
動
に
ご
理
解
い

た
だ
き
、
ひ
と
り
で
も
多
く
の
住
民
の
み
な
さ

ま
の
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

会費の主な使いみち

社協　Ｑ＆Ａ

み
な
さ
ま
か
ら
の
会
費
が
地
域
福
祉
活
動
を
支
え
て
い
ま
す

～
会
費
の
一
部
は
地
区
社
協
に
還
元
し
活
動
費
へ
～



2

手をつなぐ親の会との共催で開催している

「じょいんと」

対象要件を大幅に緩和

　
野
田
市
社
会
福
祉
協
議
会
で
は
、

「
ふ
れ
あ
い
と
支
え
あ
い
、
福
祉
の

心
豊
か
な
ま
ち
づ
く
り
」
を
基
本
理

念
と
し
て
、
地
域
社
会
全
体
で
問
題

解
決
に
取
り
組
み
、
市
民
が
自
立

し
、
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
心
豊
か
な

福
祉
社
会
の
実
現
を
目
指
し
、
各
事

業
の
推
進
に
努
め
て
き
ま
し
た
。

　
地
域
福
祉
活
動
の
推
進
に
つ
い

て
は
、
野
田
市
地
域
福
祉
活
動
計
画

（
第
2
次
改
訂
版
）
実
施
計
画
（
平

成
28
年
度
�
32
年
度
）
に
基
づ
き
、

各
種
事
業
を
実
施
し
地
域
に
お
け

る
福
祉
の
増
進
に
努
め
ま
し
た
。
今

後
も
本
計
画
に
基
づ
き
、
地
域
社
会

全
体
で
地
域
の
問
題
解
決
に
取
り
組

み
、
市
民
が
自
立
し
て
安
心
し
て
暮

ら
せ
る
心
豊
か
な
福
祉
社
会
の
実
現

を
目
指
し
、
各
種
の
福
祉
事
業
に
取

り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　
特
に
、
平
成
29
年
1
月
に
は
「
野

田
市
成
年
後
見
支
援
セ
ン
タ
ー
」
を

開
設
し
、
日
常
生
活
自
立
支
援
事
業

及
び
市
民
後
見
人
養
成
講
座
と
併

せ
て
、
法
人
後
見
事
業
に
よ
る
要
支

援
者
の
自
立
支
援
と
権
利
擁
護
を

推
進
し
、
要
支
援
者
が
で
き
る
限
り

住
み
慣
れ
た
地
域
で
自
立
し
た
生
活

を
過
ご
す
こ
と
が
で
き
る
よ
う
、
総

合
的
な
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
を
開
始
し

ま
し
た
。

 社会福祉協議会では、歳末たすけあい募金を活
用し、「エアコン・クリーニングサービス事業」を
実施します。
 対象となる方は、以

・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・

下のすべてに該当する方で、
日常生活において、掃除が困難な世帯に対しエア
コンをクリーニングすることで住宅環境の改善を図
り、安心して生活できるように支援します。
〔対象となる方〕
基準日（平成29年8月1日時点）において
1）市内在住であること
2） 70歳以上のひとり暮らし世帯であること（世

帯分離を除く）
3）要介護１以上の方で、自己負担割合が１割の方
〔内容〕エアコン（1台）を専門の業者がクリー
ニングします。

　
学
童
保
育
所
に
つ
い
て
は
、
市
に

お
い
て
過
密
化
対
策
と
し
て
整
備
が

進
め
ら
れ
た
清
水
第
三
学
童
保
育

所
の
4
月
1
日
の
開
設
に
向
け
て

準
備
を
進
め
ま
し
た
。

　
事
業
を
推
進
す
る
た
め
に
は
、
財

源
確
保
は
非
常
に
重
要
で
あ
り
、
会

員
会
費
、
共
同
募
金
等
の
一
層
の
啓

発
等
の
協
力
要
請
に
努
め
る
と
と
も

に
、
事
務
経
費
の
削
減
、
職
員
の
資

質
向
上
を
図
る
た
め
の
人
材
育
成
な

ど
、
経
営
の
充
実
に
努
め
て
ま
い
り

ま
し
た
。

　
ま
た
、
今
般
の
社
会
福
祉
法
人

制
度
改
革
に
お
い
て
は
、
こ
れ
ま
で

以
上
に
法
人
経
営
に
あ
た
り
、
経
営

組
織
の
ガ
バ
ナ
ン
ス
や
財
務
規
律

の
強
化
、
事
業
運
営
の
透
明
性
の
向

上
等
を
図
る
こ
と
と
さ
れ
て
い
る
ほ

か
、
新
た
に
地
域
に
お
け
る
公
益
的

区分 科　目 金　額 区分 科　目 金　額

収
入
（
勘
定
科
目
別
内
訳
）

会費収入 19,668,443

支
出
（
サ
ー
ビ
ス
区
分
）

法人運営事業 49,200,918

寄附金収入 1,871,028 共同募金配分金事業 17,165,186

経常経費補助金収入 44,109,500 障害福祉サービス事業 5,507,828

受託金収入 217,187,599 ボランティアセンター活動事業 4,028,058

貸付事業収入 460,500 心配ごと相談所事業 427,997

事業収入 12,928,883 福祉サービス利用援助事業 11,293,834

介護保険事業収入 13,427,682 法人後見事業 2,678,699

障害福祉サービス等事業収入 5,460,128 受託事業 213,097,563

受取利息配当金収入 25,265 資金貸付事業 4,257,911

その他の収入 655,429 基金等 500

施設整備等補助金収入 1,657,980 還付金 7,570,450

事業区分間繰入金収入 8,742,409 介護保険サービス 12,685,475

サービス区分間繰入金収入 10,917,158 斎場売店事業 5,470,875

その他の活動による収入 0 自動販売機設置事業 6,778,617

事業活動収入計 (1) 337,112,004 事業活動支出計 (2) 340,163,911

〔費用〕１台分の通常作業費用は無料。（10,000
円を限度）
 ただし、掃除機能付きエアコン等で、追加費
用が必要な場合は自己負担。
〔申込方法〕野田市社会福祉協議会に電話
（7124－3939）で申し込みください。
 電話申込後に申請書をご自宅へ郵送します。
 申請書に介護保険被保険者証の写しを添付し
て、社会福祉協議会に提出してください。
 （ただし、自己申請が出来ない場合は、家族
もしくは民生委員等の代理申請可）
〔申込期間〕8月1日（火）から8月31日（木）まで
〔定員〕100名

（応募者多数の
場合、介護度の
高 い 方 を 優 先
し、抽選）

( 単位：円 )

な
事
業
の
取
組
も
責
務
と
さ
れ
て

お
り
、
当
協
議
会
と
し
て
も
制
度
改

革
に
対
応
し
、
組
織
の
見
直
し
、
定

款
・
規
程
の
整
備
等
を
実
施
し
て
き

ま
し
た
。

　
な
お
、
本
年
度
の
事
業
成
果
を
ふ

ま
え
、
今
後
ま
す
ま
す
多
様
化
・
高

度
化
す
る
福
祉
ニ
ー
ズ
に
対
応
し

て
い
く
よ
う
法
人
運
営
の
強
化
及
び

事
業
活
動
の
充
実
に
努
め
て
い
き
ま

す
。

資
金
収
支
決
算
総
括
表

（
法
人
全
体
）

平
成
28
年
度
事
業
報
告
・
決
算

70歳以上のひとり暮らしで、要介護認定を受けている方を対象に

歳末募金を活用し、エアコンを無料でクリーニング
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心も体もスッキリ！訪問理美容サービス

　
近
年
、
少
子
高
齢
化
や
核
家
族
化
が
急

速
に
進
み
、
価
値
観
や
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル

の
多
様
化
な
ど
に
よ
り
、
人
と
人
と
の
つ

な
が
り
や
コ
ミ
�
ニ
テ
ィ
意
識
の
希
薄

化
、
介
護
や
子
育
て
へ
の
不
安
、
高
齢
者

の
孤
立
、
児
童
虐
待
へ
の
対
応
や
障
が
い

者
の
自
立
支
援
な
ど
求
め
ら
れ
る
福
祉

ニ
ー
ズ
も
多
様
化
し
て
い
ま
す
。

　
一
方
、
今
般
の
社
会
福
祉
法
人
制
度
改

革
に
お
い
て
は
、
こ
れ
ま
で
以
上
に
法
人

経
営
に
あ
た
り
ガ
バ
ナ
ン
ス
や
財
務
規
律

の
強
化
、
事
業
運
営
の
透
明
性
の
向
上
等

を
図
る
こ
と
と
さ
れ
て
い
る
ほ
か
、
新
た

に
地
域
に
お
け
る
公
益
的
な
事
業
の
取
組

も
責
務
と
さ
れ
、
社
会
福
祉
法
人
と
し
て

他
の
主
体
で
は
困
難
な
福
祉
ニ
ー
ズ
へ
の

対
応
が
不
可
欠
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
こ
の
よ
う
な
状
況
の
中
で
、
当
協
議
会

で
は
、
「
ふ
れ
あ
い
と
支
え
あ
い
、
福
祉

の
心
豊
か
な
ま
ち
づ
く
り
」
を
基
本
理
念

と
し
て
、
地
域
社
会
全
体
で
問
題
解
決
に

取
り
組
み
、
市
民
が
自
立
し
安
心
し
て
暮

ら
せ
る
心
豊
か
な
福
祉
社
会
の
実
現
を
目

指
し
、
各
種
事
業
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り

ま
す
。

　
29
年
1
月
に
開
設
し
た
「
野
田
市
成
年

後
見
支
援
セ
ン
タ
ー
」
に
お
い
て
は
、
認

知
症
や
精
神
障
が
い
、
知
的
障
が
い
な
ど

の
理
由
で
判
断
能
力
が
十
分
で
な
い
方

が
、
地
域
で
安
心
し
て
暮
ら
す
た
め
、
利

用
者
本
人
の
意
向
や
判
断
能
力
・
生
活
状

平
成
29
年
度
事
業
計
画
・
予
算

況
等
に
応
じ
て
必
要
な
支
援
を
行
え
る
よ

う
、
成
年
後
見
制
度
や
日
常
生
活
自
立
支

援
事
業
を
活
用
し
、
総
合
的
な
サ
ー
ビ
ス

提
供
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　
事
業
を
推
進
す
る
た
め
に
は
、
財
源
の

確
保
は
非
常
に
重
要
で
あ
り
、
会
員
会

費
、
共
同
募
金
等
が
地
域
福
祉
を
推
進
す

る
た
め
の
貴
重
な
財
源
で
あ
る
こ
と
の
理

解
を
深
め
る
た
め
、
事
業
活
動
や
広
報
活

動
を
通
し
て
市
民
へ
の
よ
り
一
層
の
周
知

に
努
め
ま
す
。
ま
た
、
今
後
ま
す
ま
す
多

様
化
・
高
度
化
す
る
福
祉
ニ
ー
ズ
に
対
応

で
き
る
よ
う
、
社
協
職
員
の
意
識
高
揚
、

能
力
開
発
等
に
よ
る
人
材
育
成
に
努
め
る

と
と
も
に
、
法
人
運
営
の
強
化
及
び
事
業

活
動
の
充
実
に
努
め
ま
す
。

　
な
お
、
今
後
の
社
会
情
勢
の
変
化
や
地

域
の
ニ
ー
ズ
等
を
注
視
し
な
が
ら
、
当
協

議
会
の
果
た
す
べ
き
地
域
福
祉
の
役
割
を

進
め
て
い
き
ま
す
。

　
野
田
市
社
会
福
祉
協
議
会
で
は
、
認
知

症
や
精
神
障
が
い
、
知
的
障
が
い
な
ど
の

理
由
で
、
判
断
能
力
が
十
分
で
な
い
方

が
、
地
域
で
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
よ
う
に

支
援
す
る
た
め
、
平
成
29
年
1
月
に
野
田

市
成
年
後
見
支
援
セ
ン
タ
ー
を
開
設
し
ま

し
た
。

　
セ
ン
タ
ー
で
は
、
成
年
後
見
制
度
や
、

社
会
福
祉
協
議
会
独
自
の
権
利
擁
護
事
業

で
あ
る
、
日
常
生
活
自
立
支
援
事
業
を
活

用
し
て
支
援
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

　
セ
ン
タ
ー
開
設
以
来
、
ご
相
談
に
来
ら

れ
る
方
や
成
年
後
見
制
度
や
日
常
生
活
自

立
支
援
事
業
を
利
用
さ
れ
る
方
が
増
え
て

き
て
お
り
ま
す
。

　
「
こ
ん
な
こ
と
で
困
っ
て
い
る
」「
制
度

に
つ
い
て
教
え
て
ほ
し
い
」
な
ど
あ
り
ま

し
た
ら
、
お
気
軽
に
お
問
合
わ
せ
く
だ
さ

い
。

〔
問
合
せ
〕

　
野
田
市
成
年
後
見
支
援
セ
ン
タ
ー

　
　
☎
７
１
２
４

−

３
９
３
９

　
役
員
改
選
に
よ
り
、
6
月
23
日
付
で
次

の
方
々
が
会
長
、
副
会
長
、
常
務
理
事
に

選
定
さ
れ
ま
し
た
。
（
敬
称
略
）

〔
会

長
〕
渡
辺
隆

〔
副

会

長
〕
海
老
原
博
、
鈴
木
清

〔
常
務
理
事
〕
小
林
幸
男

(

重
点
項
目)

①
地
区
社
会
福
祉
協
議
会
の
活
動
強
化

②
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
の
推
進

③
福
祉
教
育
の
推
進

④
在
宅
福
祉
サ
ー
ビ
ス
の
推
進
強
化

⑤ 

野
田
市
成
年
後
見
支
援
セ
ン
タ
ー
事

業
の
推
進

⑥
地
域
福
祉
支
援
活
動
の
充
実
強
化

⑦
組
織
及
び
事
業
・
財
政
基
盤
の
強
化

区分 科　　目 法人全体会計

収
入
（
勘
定
科
目
別
内
訳
）

会費収入 19,364

寄付金収入 912

経常経費補助金収入 44,865

受託金収入 250,296

貸付事業収入 477

事業収入 12,873

介護保険事業収入 12,447

障害福祉サービス等事業収入 5,751

受取利息配当金収入 16

その他の収入 23

施設整備等補助金収入 3,150

事業区分間繰入金収入 8,554

サービス区分間繰入金収入 13,835

事業活動収入計 (1) 372,563

支
出
（
サ
ー
ビ
ス
区
分
）

法人運営事業 51,057

共同募金配分金事業 19,208

障害福祉ｻｰﾋﾞｽ事業 5,751

ボランティアセンター活動事業 4,021

心配ごと相談所事業 472

福祉サービス利用援助事業 12,982

法人後見事業 5,196

受託事業 246,267

資金貸付事業 5,157

基金等 1,623

還付金 7,286

介護保険サービス 19,089

斎場売店事業 5,403

自動販売機設置事業 6,959

事業活動支出計 (2) 390,471

事業活動資金収支差額 (3)=(1)-(2) △ 17,908

予備費 (10) 89,809

当期資金収支差額合計 (11)=(3)-(10) △ 107,717

前期末支払資金残高 (12) 107,717

当期末支払資金残高 (11)+(12) 0

( 単位：千円 )

成
年
後
見
支
援
セ
ン
タ
ー
の
ご
案
内

役
　
員
　
改
　
選

成
年
後
見
支
援
セ
ン
タ
ー
の
ご
案
内

成
年
後
見
支
援
セ
ン
タ
ー
の
ご
案
内

役
　
員
　
改
　
選

役
　
員
　
改
　
選

資金収支予算総括表（法人全体）
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ラジオでもおなじみの
「まむしさん」

馬風師匠の豪快な落語は必見！

気持ちをひとつに！ゴールまであと少し

　
野
田
市
出
身
の
落
語
家
・
鈴
々

舎
馬
風
師
匠
と
馬
風
一
門
に
よ
る

「
寄
席
鑑
賞
会
」
を
開
催
し
ま
す
。

　
今
年
は
、
一
昨
年
会
場
を
笑
い

の
渦
に
包
み
込
み
、
好
評
を
博
し

た
毒
蝮
三
太
夫
さ
ん
と
馬
風
師
匠

の
夢
の
競
演
と
な
り
ま
す
。

　
寄
席
鑑
賞
会
は
、
ど
な
た
様
も

入
場
無
料
で
ご
覧
い
た
だ
け
ま

す
。

　
結
婚
50
周
年
を
迎
え
ら
れ
た
方

を
対
象
に
、
プ
ロ
の
カ
メ
ラ
マ
ン

に
よ
る
「
金
婚
記
念
撮
影
会
」
を

開
催
し
ま
す
。

　
希
望
さ
れ
る
方
は
、
11
月
8
日

（
水
）
ま
で
に
社
会
福
祉
協
議
会

に
電
話
で
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

　
後
日
、
社
会
福
祉
協
議
会
よ
り

招
待
状
を
発
送
い
た
し
ま
す
。

〔
対
象
と
な
る
方
〕

　
原
則
と
し
て
、
昭
和
42
年
に
婚

姻
さ
れ
た
ご
夫
婦

〔
日
　
時
〕平
成
29
年
11
月
18
日
（
土
）

〔
場
　
所
〕総
合
福
祉
会
館
第
一
会
議
室

 

（
鶴
奉
５

−

１
）

〔
問
合
せ
〕野
田
市
社
会
福
祉
協
議
会

 

☎
７
１
２
４

−

３
９
３
９

※�

撮
影
日
以
外
の
撮
影
や
自
宅
に
出

向
い
て
の
撮
影
は
行
い
ま
せ
ん
。

　
当
日
は
、
市
民
ふ
れ
あ
い
ハ
ー

ト
ま
つ
り
も
同
時
開
催
さ
れ
ま
す

の
で
、
ご
家
族
そ
ろ
っ
て
お
越
し
く

だ
さ
い
。

〔
日
時
〕平
成
29
年
11
月
18
日（
土
）

 

13
時
30
分
開
演

〔
場
所
〕文
化
会
館
大
ホ
ー
ル

　
平
成
29
年
６
月
17
日
（
土
）

に
、
関
宿
総
合
公
園
体
育
館
を
会

場
に
、
第
43
回
�
お
ひ
さ
ま
と

い
っ
し
�
に
�
が
晴
天
の
中
、
開

催
さ
れ
ま
し
た
。

　
午
前
10
時
30
分
、
第
一
中
学
校

吹
奏
楽
部
の
演
奏
に
合
わ
せ
て
入

場
行
進
が
ス
タ
ー
ト
。
午
前
・
午

後
と
も
に
白
熱
し
た
競
技
が
多

く
、
み
ん
な
が
夢
中
に
な
っ
て
楽

し
み
ま
し
た
。

　
特
に
、
柳
沢
小
学
校
４
年
生
に

よ
る
大
杉
囃
子
と
野
田
踊
り
で
は

伝
統
芸
能
を
見
て
・
聞
い
て
・
踊

り
、
楽
し
み
ま
し
た
。

　
サ
ブ
ア
リ
ー
ナ
で
は
、
お
ひ
さ

ま
コ
ー
ナ
ー
の
出
店
や
野
田
市
レ

ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
協
会
に
よ
る

ニ
�
ー
ス
ポ
ー
ツ
な
ど
が
行
わ

れ
、
約
千
人
の
来
場
者
で
賑
わ
い

ま
し
た
。

▲グループホーム菜の花（宮崎）
＊利用者と一緒に絵手紙活動（指導を含む）
＊月1～2回程度
＊曜日・時間は応相談（材料は施設で用意）

▲敬愛デイサービス（岩名）
＊草取りや水やりなどの花壇の手入れ
＊月2～3回程度
＊曜日・時間は応相談

★はーとふる　ひばり　(船形)
＊施設内の草取りや庭の手入れ
＊土日を除く、10月までの期間で月に1～2回程度
＊時間は応相談
＊鎌や軍手があればお持ち下さい

▲ケアパートナー野田（山崎）
①囲碁・将棋ボランティア
＊週1～2回程度　午前でも午後でも可
②書道ボランティア
＊月1～2回程度　14時頃から
③お話相手・お茶出しボランティア
＊回数は応相談　10時30分から正午頃
④絵手紙ボランティア（材料は施設で用意）
＊月1～2回程度　14時頃から

記号説明　▲高齢者施設　★障がい者施設
問合せ　野田市ボランティアセンター
☎７１２４－３９３９

「私にもできそうだな」と思うものがあったら
ボランティアセンターまでご連絡ください。
お待ちしています。

夢
の
豪
華
共
演
ふ
た
た
び

　
鈴
々
舎
馬
風
と
毒
蝮
三
太
夫
来
た
る

金
婚
さ
ん
い
ら
っ
し
ゃ
い
！

金
婚
の
思
い
出
を
記
念
写
真
に

入
場
無
料

＂
お
ひ
さ
ま
と
い
っ
し
ょ
に
＂

を
開
催
し
ま
し
た

金
婚
さ
ん
い
ら
っ
し
ゃ
い
！

金
婚
さ
ん
い
ら
っ
し
ゃ
い
！

ボ ラ ン テ ィ ア 情 報ボ
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◇
よ
く
あ
る
質
問

地域ぐるみで子育て支援

飲み物、軽食、お菓子、
仏具を取り扱っています

「和」が広がる福祉まつり

　
野
田
市
社
会
福
祉
協
議
会
で
は
、
障

が
い
の
あ
る
方
の
社
会
参
加
促
進
と
市

民
の
利
便
性
の
確
保
を
目
的
に
、
野

田
市
斎
場
内
で
斎
場
売
店
「
セ
レ
・

シ
ョ
ッ
プ
や
す
ら
ぎ
」
を
運
営
し
て
い

ま
す
。

　
現
在
は
、
６
名
の
障
が
い
の
あ
る
方

が
就
労
に
向
け
て
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
て
お

り
、
貴
重
な
社
会
参
加
へ
の
支
援
と

な
っ
て
お
り
ま
す
が
、
ご
利
用
の
件
数

は
限
ら
れ
て
お
り
、
支
援
に
必
要
な
作

業
量
を
確
保
で
き
て
い
な
い
の
が
現
状

で
す
。

　
一
人
で
も
多
く
の
市
民
の
み
な
さ
ま

に
ご
利
用
い
た
だ
く
こ
と
が
福
祉
の
輪

を
広
げ
る
こ
と
に
つ
な
が
り
ま
す
。
ぜ

ひ
、
「
セ
レ
・
シ
ョ
ッ
プ
や
す
ら
ぎ
」

　
野
田
市
フ
ァ
ミ
リ
ー
・
サ
ポ
ー
ト
・

セ
ン
タ
ー
は
、
子
育
て
の
お
手
伝
い
を

し
て
欲
し
い
人
（
利
用
会
員
）
と
し
た

い
人
（
提
供
会
員
）
、
両
方
を
兼
ね
る

人
（
両
方
会
員
）
と
の
会
員
組
織
に
よ

る
地
域
の
相
互
援
助
活
動
で
す
。

　
野
田
市
か
ら
委
託
を
受
け
、
野
田
市

社
会
福
祉
協
議
会
が
運
営
し
て
い
ま

す
。

　
安
心
し
て
援
助
活
動
が
で
き
る
よ

う
、
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
が
、
会
員
間
の
連

絡
調
整
や
活
動
等
の
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
ト

を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
の
変
化
に
よ
り
、

フ
ァ
ミ
リ
ー
・
サ
ポ
ー
ト
・
セ
ン
タ
ー

に
対
す
る
ニ
ー
ズ
は
、
増
え
て
く
る
こ

と
が
予
想
さ
れ
ま
す
。

北
部
地
区
社
会
福
祉
協
議
会

会
長　

中
島　

利
男

　
北
部
地
区
社
協
は
平
成
13
年
２
月

に
設
立
し
、
市
内
で
も
最
大
級
の
地

区
社
協
で
す
。
会
員
数
が
多
い
た

め
、
８
支
部
を
中
心
に
地
域
の“
和
”

作
り
が
で
き
る
活
動
を
行
い
、
災
害

等
の
非
常
時
に
助
け
合
え
る
地
域
づ

く
り
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

　
毎
年
、
11
月
に
行
わ
れ
る
福
祉
ま

つ
り
で
は
地
域
の
小
学
生
、
中
学
生

400
名
の
参
加
を
始
め
、
地
域
の
皆
さ

ん
に
よ
る
合
唱
、
舞
踊
等
で
会
場
は

大
盛
況
と
な
り
ま
す
。

　
校
庭
で
は
模
擬
店
等
が
開
催
さ
れ

大
変
好
評
で
、
明
る
く
、
楽
し
く
助

け
合
え
る
地
域
づ
く
り
の
一
環
と

な
っ
て
い
ま
す
。

　
「
車
い
す
の
ま
ま
」
乗
り
降
り
で
き

る
車
両
を
貸
出
し
て
い
ま
す
。

〔
対
　
　
象
〕�

高
齢
者
・
障
が
い
者

（
児
）
及
び
そ
の
家
族

〔
利

用

料
〕
無
料（
燃
料
は
自
己
負
担
）

〔
貸
出
車
両
〕

①
「
た
ん
ぽ
ぽ
号
」
（
軽
自
動
車
）

《
定
員
》
３
名
（
車
い
す
１
台
）

②「
ゆ
う
あ
い
号
」（
ワ
ン
ボ
ッ
ク
ス
車
）

《
定
員
》
５
名
（
車
い
す
２
台
）

＊�

運
転
手
は
、
利
用
さ
れ
る
方
で
確
保

し
て
く
だ
さ
い
。

Ｑ
利
用
す
る
に
は
ど
う
し
た
ら
い
い
の
？

Ａ
ま
ず
は
、
車
両
の
貸
出
状
況
を
ご
確
認

く
だ
さ
い
。
貸
出
状
況
は
、
お
電
話
で
も

問
合
せ
可
能
で
す
。

Ｑ
予
約
す
る
に
は
ど
う
し
た
ら
？

Ａ
窓
口
で
の
申
請
書
の
記
入
が
必
要
と
な

り
ま
す
。
（
電
話
予
約
不
可
）

　

申
請
書
に
記
入
後
、
貸
出
書
を
お
渡
し
い

た
し
ま
す
。
貸
出
当
日
ご
持
参
く
だ
さ
い
。

Ｑ
何
を
持
っ
て
い
け
ば
い
い
の
？

Ａ
運
転
さ
れ
る
方
の
免
許
証
の
コ
ピ
ー
を

ご
持
参
く
だ
さ
い
。

Ｑ
日
曜
日
に
利
用
し
た

い
の
で
す
が
…

Ａ
金
曜
日
の
８
時
30
分

か
ら
17
時
15
分
の
間
に
車

両
の
鍵
を
お
渡
し
い
た
し

ま
す
の
で
、
月
曜
日
に
ご

返
却
く
だ
さ
い
。

を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

　
ま
た
、
精
神
障
が
い
の
あ
る
方
に

理
解
が
あ
り
、
運
営
の
支
援
を
し
て

い
た
だ
け
る
方
を
募
集
し
て
い
ま

す
。

　
詳
し
く
は
、
お
問
合
せ
く
だ
さ
い
。

〔
問
合
せ
〕

　
野
田
市
社
会
福
祉
協
議
会

　
　
☎
７
１
２
４

−

３
９
３
９

　
次
代
を
担
う
子
ど
も
た
ち
を
地
域
の

力
で
支
援
す
る
「
フ
ァ
ミ
リ
ー
・
サ
ポ
ー

ト
・
セ
ン
タ
ー
」
を
支
え
て
い
た
だ
け
る

提
供
会
員
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

　
支
援
内
容
の
多
く
は
、
保
育
所
、
学

童
保
育
所
、
習
い
事
の
送
迎
や
預
か
り

と
い
っ
た
、
短
時
間
の
活
動
で
す
。

　
で
き
る
時
に

で
き
る
範
囲
で

子
育
て
の
応
援

を
し
て
い
た
だ

け
る
方
（
提
供

会
員
）
ま
た
は

両
方
会
員
と
し

て
活
躍
し
て
み

ま
せ
ん
か
。

車
い
す
の
ま
ま
外
出
で
き
ま
す

　
～
福
祉
車
両
の
貸
出
～

「
明
る
く
、
楽
し
く
」

～
お
互
い
に
助
け
あ
え
る
地
域
づ
く
り
～

斎場売店「セレ・ショップ やすらぎ」のご案内ファミリー・サポート・センター提供会員募集

わたしのまちの地区社協⑤　～北部地区社協～
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野田市社協 検索

　以下の職種の臨時職員を募集しています。

①学童保育所代替指導員
〔条件〕児童福祉に理解と熱意がある方。

〔就業場所、時間〕市内15学童保育所いずれか。
平日：13時から19時の間、学校休業日：８時から19時の間

〔時給〕1,090円

②同行援護事業ガイドヘルパー
〔勤務内容〕視覚障がい者の外出支援

〔応募資格〕同行援護従業者養成研修一般課
程修了者

〔時 給〕1,150円
～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～
≪応募方法・全職種共通≫
〔雇用期間〕平成29年3月31日まで
 （年度毎の契約更新の可能性あり）

〔応募方法〕 履歴書（３ヶ月以内の写真添付）
を社会福祉協議会に提出。

〔問合せ・応募先〕〒278－0003 野田市鶴奉5－1
野田市社会福祉協議会　☎7124－3939

　右の２枚の絵の中には、８つの間違いが
あります。間違いを見つけた方は、ハガキに
①答え、②住所、③氏名、④年齢、⑤電話番
号、⑥「社福のだ」に関する感想をお書き
のうえ、ご応募ください。（8月31日必着）
　正解者の中から抽選で5名様に粗品をプ
レゼントします。なお、いただいた個人情
報は、粗品送付目的以外で使用することは
ありません。

　〔応募先〕〒278－0003
　野田市鶴奉5－1
　野田市社会福祉協議会

素材提供：【幼児の学習素材館】http://happylilac.net
イラストⒸ：わたなべ　ふみ

　市民のみなさまから心のこもった温かい寄
付が寄せられました。みなさまのご厚意に厚く
お礼申し上げます。

〔金　品〕
●ひまわり組合様 2,096円
●清水第3自治会役員一同様 20,000円
●キッコーマンKMG大会実行委員会様 81,037円
●千葉県トラック協会野田支部様 141,027円
●千葉土建野田支部関宿分会様 5,000円
●千葉土建野田支部北部分会様 4,285円
●匿名様 19,828円

〔物　品〕
●東京電力㈱女性委員様 タオル20枚 他6点
●いきいきクラブ川間支部日の出会様
 手縫い雑巾70枚
●明治神宮崇敬会野田支部様
 洗濯洗剤40点 他20点
●中央地区社会福祉協議会様
 書き損じはがき31枚
●匿名様 おむつ188枚、パッド405枚 他3点

〔福祉施設へ指定寄付〕
●㈱日本総合開発様 お菓子28,980円相当
●ジュピター関宿店様 お菓子24,900円相当

（平成29年7月10日現在)

　スマートフォンの普及により、Twitter、Facebook

　家族や生活のこと、仕事や学校のこと、どこに

相談すればよいか分からない悩みや不安をお持ち

の方、気軽にご相談ください。

　経験豊富な民生委員が相談に応じます。

　相談は無料で、秘密厳守いたします。

　事前予約できますので、ぜひご利用ください。 〔ホームページ〕
　http://www.nodasyakyo.or.jp
〔Twitter〕
　@nodasyakyo
〔Facebook〕
　https://www.facebook.com/nodasyakyo

といったSNS（ソーシャ
ル・ネットワーキング・
サービス）が急速に広
がりをみせています。
　SNSは、タイムリー
な情報を迅速に伝えら
れ、災害時などに特に効力を発揮することから、社
会福祉協議会でも、SNSを開設しています。
　ぜひ、ご覧ください。

〔日　時〕毎週火曜日・第１金曜日　13時～16時

〔場　所〕総合福祉会館相談室

〔連絡先〕野田市社会福祉協議会 ☎7124－3939

職員募集

SNSでタイムリーな情報を発信

1人で悩まずに、心配ごと相談へ

寄せられた善意




